
















































































































































来之制， 3.坐不背法界之経， 4.性不染情碍之境， 5.足不履尼寺之塵， 6.














































































































































































































































































































































































































































































『探玄記』刊 『干lj定記』 77 『疏』 78
1 明教起所由 教起所由 教起因縁
2 約蔵部明所摂 蔵部所摂 蔵教所摂
3 顕立教差別 顕教差別 義理分斉
4 筒教所被機 簡所被機 教所被機
5 排能詮教体 能詮教体 教体深浅
6 明所詮宗趣 所詮宗趣 宗趣通局
7 具釈経題目 顕義分斉 部類品会
8 明部類伝訳 部類伝訳 伝訳感通
9 排文義分斉 具釈題目 総釈経題



































制『宝性論』巻四(T31,839b), rー 者凡夫 二者声聞 三者砕支仏．四者初発菩提心菩薩J
とある．
81『疏』巻二（T35,510b) 























































































の研究一法系 ・行状・著作 ・弟子等についてー（『支那仏教史学』 2-2）を参照．
清流国師澄観の伝記と学系 107 
は，思想的には華厳教学の大成者である法蔵の華厳思想、を受け継いたこ
とが認められる．しかも，その聞に法蔵の直弟子でありながら，祖統説
の系譜から外された静法寺慧苑の思想からの影響も大きかったことや，
慧苑の弟子である法銑が『華厳経』を教えた師匠であったことも分かつ
た．また，法蔵とは別に，独創的な華厳思想を構築した李通玄の華厳思
想からの影響が見られる点についても言及した通りである
最後に，本論は澄観の伝記や学系の解明には努めたものの，彼の思想、
全体を取り上げたものとは言い難い．すなわち，彼の華厳思想、を本格的
に研究するための基礎的な研究なのである．したがって，『疏』や『紗』，
『華厳経行願品疏』等，四十一種類の著作があったとされるが，その中
でも多くの作品が伝えられ，それらの著作が東アジアの仏教界や思想界
に及ぼした多大な影響を考えると，本格的に澄観を論ずるために残され
た課題は甚だ多いといえよう．したがって，このような問題は今後の課
題としたい．
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